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News Release

 

百十四銀行（頭取 綾田 裕次郎）は、児島支店取引先 医療法人社団五聖会（倉敷市児島  

理事長 山崎泰弘）が発行した「SDGs医療機関債」を2022年2月28日付けで引き受けました

のでお知らせします。 

なお、後日、本件発行手数料の一部で購入した「液晶プロジェクター」を倉敷市立琴浦南小

学校に贈呈する予定です。 

記 

1.SDGs 医療機関債の概要 

名  称 医療法人社団五聖会 第 1 回 SDGs 医療機関債 

発 行 額 180 百万円 

期  間 5 年 

資金使途 新病院移転土地購入資金 

贈 呈 先 倉敷市立琴浦南小学校 

贈 呈 品 液晶プロジェクター 

目    的 地域の子どもたちへ質の高い教育環境を提供する 

法人概要 昭和 55 年 「児島聖康病院」として開院 

昭和 60 年 「医療法人社団五聖会 児島聖康病院」創立 

昭和 61 年 病院新館増築 

平成 11 年 聖康訪問看護ステーション開設 

平成 16 年 隣地に「向日葵（デイサービス・グループホーム・ケアプラン 

センター・訪問看護ステーション）」を開設 

平成 27 年  サービス付き高齢者向け住宅「シーホーム向日葵」開設 
 
「児島聖康病院」は、令和 5 年 4 月 1 日に新築移転オープン予定です。移転
後も、地域の皆さまに信頼される医療を提供し、地域の皆さまの健康の保持
増進に努めると共に「その人らしさ」を大切にしたケアを提供いたします。 
 
≪基本方針≫ 

○患者さまが安全に、安心できる医療と療養環境の提供に努めます。 

○地域の医療・福祉施設と連携し、医療・福祉の充実に努めます。 

○職員すべてが専門能力の研鑽に努め、チーム医療の向上に努めます。 

    
【対応する SDGs】 

目標4.質の高い教育をみんなに 

      少子化、地域の絆の希薄化等さまざまな社会・地域問題が進む中で、 

地域の子どもたちに、質の高い教育を提供できる環境を整えます。 
 

2.『SDGs 医療機関債』とは 

当行が受け取る発行手数料の一部を「医療機関債発行法人」が指定する公立学校・公共団体 

等に寄附・寄贈するものです。「医療機関債」とは厚生労働省より示されたガイドラインに基

づき、その基準を満たした財務内容の良好な医療法人が発行できる証拠証券（借入金）のこ

とです。 

以 上 

 

 

医医療療法法人人社社団団五五聖聖会会のの『『SSDDGGss 医医療療機機関関債債』』のの引引受受ににつついいてて 


